
名古屋市立中央看護専門学校同窓会(しらゆり会)総会議事概要 

令和８年７月 30 日（木）19 時～19 時 45 分 

会場：名古屋市立大学医学部付属 

東部医療センター 

開催方法：WEB 開催      

１．開会宣言：同窓会副会長 

 

２．総会開始時の参加者状況報告 

議決権を有する会員数：48 名 

＊内訳） 

   ・会場参加者：6 名（議長除く） 

   ・WEB 参加者数：9 名 

   ・委任状：33 名（議長一任委任状提出者） 

 

３．議決権の説明 

  会則第 16 条第 3 号に従い、議決は出席会員の 2 分の 1 以上の同意をもって決定とする。 

 

４．挨拶・議長就任宣言 

  同窓会会長より挨拶・議長就任宣言（会則第 11 条第 1 号の規定による） 

 

５．令和 7 年度 報告事項 

１）令和 7 年度役員会報告 

  同窓会会長 小塚より、役員会の開催及び会議概要について、総会資料２：令和 7 年度報告 

事項を会場及び WEB 上に投影・供覧し、報告をした。 

２）令和 7 年度事業報告 

  同窓会書記 天野より、同窓会運営・事業に関する事項について、総会資料２：令和 7 年度 

報告事項を会場及び WEB 上に投影・供覧し、報告をした。 

３）令和 7 年度決算報告 

  同窓会会計担当 佐藤より、令和 7 年度の決算報告を、総会資料３：会計報告、監査報告を 

会場及び WEB 上に投影・供覧し、報告をした。 

４）令和 7 年度会計監査報告 

  令和 7 年度の会計監査報告を、総会資料３：会計報告、監査報告を会場及び WEB 上に 

投影・供覧した。 

監査担当の前川より、「会計報告を監査しました結果、適正かつ正確であることを認め 

ます」と報告がなされた。 

 ＊以上、4 事項について報告後、会場及び WEB 参加者にご質問を投げかけたが、質問がなく 

  本報告事項の報告を終えたものとした。 

 

６．令和８年度 提出議題 



１）第 1 号議案 令和 8 年度事業計画（案） 

  総会資料４：令和８年度 提出議題を会場及び WEB 上に投影・供覧した。 

  同窓会副会長 森田より、令和 8 年度の定期総会の開催（1 回/年）、同窓会役員会の開催 

（3 回/年）と名古屋市立大学同窓会の理事会及び総会への参加の事業計画（案）が説明 

された。 

報告後、会場及び WEB 参加者に質問を投げかけたが、質問がなかったことから、本議案の 

採決に移行した。 

議長から原案に対する賛成者は、会場参加者は挙手、WEB 参加者は挙手マークを押すよう 

指示があった。 

議長は賛成人数を確認し出席会員の過半数の賛同を得たので本議案が承認可決したことを 

宣言した。 

会場参加者：6 名、WEB 参加者：7 名（9 名参加中）、委任状 33 名 合計 46 名 

 

２）第 2 号議案 令和 8 年度予算案 

  総会資料５：令和８年度 予算（案）を会場及び WEB 上に投影・供覧した。 

  同窓会会計担当 佐藤より、令和 8 年度予算（案）について、説明された。 

  報告後、会場及び WEB 参加者に質問を投げかけたが、質問がなかったことから、本議案の 

採決に移行した。 

議長から原案に対する賛成者は、会場参加者は挙手、WEB 参加者は挙手マークを押すよう 

指示があった。 

議長は賛成人数を確認し出席会員の過半数の賛同を得たので本議案が承認可決したことを 

宣言した。 

会場参加者：6 名、WEB 参加者：7 名（9 名参加中）、委任状 33 名 合計 46 名 

 

３）第 3 号議案 プライバシーポリシーの策定及び会則の改正 

  総会資料６：プライバシーポリシー、総会資料７：会則の改正を会場及び WEB 上に投影・ 

供覧した。 

  同窓会副会長 尾﨑より、同窓会名簿の作成及び今後の管理をしていくにあたり、これまで 

曖昧であった個人情報保護について、プライバシーポリシーの策定及びそれに伴う会則の 

改正について、説明された。 

  報告後、会場及び WEB 参加者に質問を投げかけたが、質問がなかったことから、本議案の 

採決に移行した。 

議長から原案に対する賛成者は、会場参加者は挙手、WEB 参加者は挙手マークを押すよう 

指示があった。 

議長は賛成人数を確認し出席会員の過半数の賛同を得たので本議案が承認可決したことを 

宣言した。 

会場参加者：6 名、WEB 参加者：8 名（9 名参加中）、委任状 33 名 合計 47 名 

 

７．報告・連絡事項 



  同窓会会長 小塚より、「しらゆり会の今後のあり方について」を口頭で説明した。 

  母校の閉校に伴い、この同窓会を継続していくことの困難感について説明がされ、今後の 

あり方として、しらゆり会を消滅させるのではなく、名古屋市立大学医学部看護学専攻の 

（看桜会）との合併について検討したほうが良いのではないかと考えている。 

そこで、合併にあたり検討すべき事項はもちろん、しらゆり会の存続を前提にしたご意見 

などしらゆり会会員の皆様からも、広くご意見をいただきたい旨の説明がされた。 

併せて、近日中に同窓会ホームページに、ご意見を募る欄を設けること、投稿期日は 9 月 

末日までにお願いしたことが伝えられた。 

  会員の意見を集約した結果は、次年度の総会でしらゆり会の今後の方向性として示していく 

ことも伝えられた。 

 

８．閉会宣言：同窓会副会長 

以上 


